
水
面
に
北
ア
ル
プ
ス
の
山
並
み

名
物
砂
む
し
と
元
禄
風
呂

奥
伊
豆
の
天
然
の
恵
み
の
お
も
て
な
し

風
呂
と
天
文
台
か
ら
夜
景
を
満
喫

家
族
そ
ろ
っ
て
湯
巡
り
満
喫

「
地
獄
」の
湯
を
掛
け
流
し

全
客
室
に
専
用
内
風
呂

中央殿温泉露天
風呂付き和洋室

絶景が楽しめる展望風呂

　
「
感
動
の
温
泉
宿
」
が
テ

ー
マ
の
信
州
松
本
　
美
ヶ
原

温
泉
　
翔
峰
（
小
林
史
成
社

長
）
。
美
ヶ
原
温
泉
は
、
国

民
保
養
温
泉
地
に
選
定
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
自
慢
の
温
泉

は
、
西
の
館
「
天
覧
」
３
階

に
あ
る
「
展
望
風
呂
　
美
し

の
湯
」な
ど
で
堪
能
し
た
い
。

　
美
し
の
湯
は
、
浴
槽
の
眼

前
に
水
鏡
を
配
し
、
水
面
が

北
ア
ル
プ
ス
の
山
並
み
を
映

し
出
す
絶
景
が
広
が
る
。
浴

室
内
に
は
、
内
湯
ゾ
ー
ン
と

半
露
天
風
呂
ゾ
ー
ン
が
あ

り
、
内
湯
ゾ
ー
ン
に
は
天
然

温
泉
と
シ
ル
ク
バ
ス
、
半
露

天
風
呂
ゾ
ー
ン
に
は
天
然
温

泉
と
炭
酸
風
呂
と
、
合
わ
せ

て
四
つ
の
浴
槽
を
楽
し
め

る
。
併
せ
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
空
間
で
ゆ
っ
く
り
と
寛
げ

る
三
つ
の
タ
イ
プ
の
貸
し
切

り
風
呂
も
用
意
し
た
。

　
客
室
は
全


室
で
、
多
数
の

部
屋
タ
イ
プ
を

そ
ろ
え
て
い
る

が
、
中
で
も
東

の
館
最
上
階
に

あ
る
温
泉
展
望

風
呂
リ
ビ
ン
グ

付
き
上
級
和
室

や
、
中
央
殿
の

温
泉
露
天
風
呂
リ
ビ
ン
グ
付

き
和
洋
室
な
ど
を
薦
め
た

い
。
眺
望
も
売
り
で
、
全
て

の
客
室
か
ら
は
北
ア
ル
プ
ス

と
松
本
の
城
下
町
を
一
望
で

き
る
。

　
自
慢
の
食
事
は

日
か
ら

「
冬
の
会
席
」を
提
供
す
る
。

料
理
の
メ
イ
ン
は
、
「
強
肴

　
鮑あ

わ
び

香
草
焼
き
　
エ
ス
カ

ル
ゴ
風
、錆さ

び

鮎あ
ゆ

茸き
の
こ

田
楽
」。

お
薦
め
は
「
一
人
鍋
　
信
州

牛
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
　
特
製

胡
麻

ご

ま

味
噌

み

そ

酢
だ
れ
」
や
、
季

節
が
感
じ
ら
れ
る
「
柚
子
釜

蒸
し
」
と
い
う
。
料
理
の
グ

レ
ー
ド
は
３
パ
タ
ー
ン
で
、

「
最
上
級
会
席
」の
特
徴
は
、

「
台
の
物
　
信
州
和
牛
の
三

種
食
べ
比
べ
」
と
な
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
安
全
対

策
に
も
万
全
を
期
し
て
い

る
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
の
検

温
を
は
じ
め
、
館
内
各
所
の

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
や
、
フ

ロ
ン
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
の

ク
リ
ア
パ
ネ
ル
の
設
置
に
加

え
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
の
確
保
を
徹
底
す
る
。

　
各
客
室
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
マ
イ
バ
ッ
グ
を
用
意
。
脱

衣
室
の
籠
な
ど
に
接
触
し
な

い
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
た

ほ
か
、
脱
衣
室
に
は
オ
ゾ
ン

消
臭
器
も
設
置
し
た
。
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
時
に
宿
泊
客
に
渡

す
「
館
内
の
ご
案
内
」
に
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
付
い
て
お

り
、
こ
れ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
読
み
取
れ
ば
、
浴
場
の

混
雑
状
況
が
分
か
る
。

　
▽
長
野
県
松
本
市
大
字
里

山
辺
５
２
７
。
☎
０
２
６
３

（
３
８
）７
７
５
５
。http:/

/www.hotel-shoho.jp/

砂
む
し
温
泉

　
鹿
児
島
県
指
宿
温
泉
の
指

宿
白
水
館
（
下
竹
原
啓
高
社

長
）
は
、
錦
江
湾
を
望
む
広

大
な
敷
地
に
「
薩
摩
客
殿
」

「
花
の
棟
」
「
磯
客
殿
」

「
離
宮
」
と
い
う
四
つ
の
客

室
棟
を
展
開
。
落
ち
着
い
た

和
の
情
緒
と
き
め
細
か
い
サ

ー
ビ
ス
に
は
定
評
が
あ
る
。

　
指
宿
名
物「
砂
む
し
温
泉
」

も
楽
し
め
る
。
江
戸
の
元
禄

時
代
か
ら
伝
わ
る
こ
の
入
浴

法
は
、
温
泉
の

熱
で
暖
ま
っ
た

浜
辺
の
砂
に
浴

衣
の
ま
ま
寝
そ

べ
り
、
頭
以
外

を
砂
で
覆
っ
て

発
汗
を
促
す
。

砂
の
熱
と
温
泉

の
成
分
で
血
行

が
良
く
な
り
、

新
陳
代
謝
が
高

ま
る
の
で
、
体

中
に
た
ま
っ
た

老
廃
物
が
汗
と

一
緒
に
流
れ
出
る
。
美
容
効

果
も
高
い
。

　
メ
イ
ン
浴
場
の
「
元
禄
風

呂
」
は
、
銭
湯
が
江
戸
時
代

の
社
交
場
で
あ
っ
た
元
禄
時

代
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
華
や
か

な
つ
く
り
。
大
浴
場
「
浮
世

風
呂
」
「
花
魁

お
い
ら
ん

風
呂
」
、
蒸

し
風
呂「
江
戸
石
榴

ざ
く
ろ

風
呂
」、

黒
鉛
鉱
石
を
使
っ
た
「
樽た

る

風

呂
」
な
ど
、
江
戸
時
代
の
趣

き
あ
ふ
れ
る
浴
槽
が
並
ん
で

い
る
。

　
宿
泊
客
の
安
心
・
安
全
と

従
業
員
の
健
康
を
守
る
こ
と

を
第
一
に
考
え
、
館
内
の
衛

生
管
理
を
は
じ
め
感
染
拡
大

防
止
策
を
徹
底
し
て
い
る
。

　
▽
鹿
児
島
県
指
宿
市
東
方

１
２
１
２
６
の

。
☎
０
９

９
３（
２
２
）３
１
３
１
。h

ttp://www.hakusuikan.co.jp
/

ガラティア観音乃湯の大総檜風呂

広大な敷地を持つ一軒宿

　
伊
豆
奥
下
田
「
飲
泉
・
自

家
源
泉
か
け
流
し
の
宿
」
観

音
温
泉
（
鈴
木
和
江
会
長
）

は
、
伊
豆
半
島
の
豊
か
な
山

間
に
た
た
ず
む
極
上
源
泉
の

一
軒
宿
。
昭
和

年
、
先
代

社
長
が
温
泉
掘
削
を
始
め
、

出
湯
と
と
も
に
「
観
音
像
」

を
出
土
、
観
音
温
泉
が
産
声

を
あ
げ
た
。

　
観
音
温
泉
で
は
、
三
つ
の

源
泉
か
ら
、
ｐ
Ｈ
９
・
５
の

豊
か
な
ア
ル
カ
リ
泉
、
硬
度

１
に
も
満
た
な
い
超
軟
水
の

極
上
源
泉
が
毎
分
６
０
０
㍑

も
の
勢
い
で
湧
出
し
、
そ
の

泉
質
は
〝
美
肌
の
湯
〟
を
超

越
し
て
〝
う
ぶ
肌
の
湯
〟
と

ま
で
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
飲
ん
で
お
い
し
く
飲
泉

に
も
最
適
で
、
日
頃
の
食
生

活
な
ど
に
よ
り
酸
性
に
偏
り

が
ち
な
身
体
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
る
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

入
り
の
温
泉
水

「
飲
む
温
泉
・

観
音
温
泉
」
は

過
去
モ
ン
ド
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
で

最
高
金
賞
と
国

際
優
秀
品
質
賞

を
同
時
受
賞
。

都
内
三
つ
星
レ

ス
ト
ラ
ン
の
ス

ー
プ
に
も
使
用

さ
れ
、
現
地
で
は
煮
る
、
炊

く
、
蒸
す
、
焼
く
、
蒸
か
す

な
ど
全
て
の
調
理
に
こ
の
温

泉
水
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
大
浴
場
は
豊
か
な
香
り
の

「
大
総
檜ひ

の
き

風
呂
」
や
星
空

が
感
動
的
な
「
星
空
の
満
天

露
天
風
呂
」
が
人
気
の
「
ガ

ラ
テ
ィ
ア
観
音
乃
湯
」
に
加

え
、
第
三
号
源
泉
を
使
用
し

た
「
観
音
プ
リ
ン
シ
プ
ル
」

が
大
好
評
。
日
帰
り
温
泉
や

貸
し
切
り
風
呂
で
極
上
源
泉

を
手
軽
に
堪
能
で
き
る
。
宿

泊
棟
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

露
天
風
呂
付
き
の
奥
座
敷

「
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
」
、
星
空

の
満
天
檜
風
呂
付
き
部
屋
の

「
本
館
」
、
豊
か
な
森
林
ゾ

ー
ン
に
た
た
ず
む
庭
園
檜
風

呂
付
き
部
屋
の「
正
運
館
」、

観
音
温
泉
発
祥
の
地
で
昔
な

が
ら
の
湯
治
や
連
泊
に
最
適

な
「
産
土

う
ぶ
す
な

亭
」
な
ど
、
趣
味

趣
向
や
宿
泊
目
的
に
合
わ

せ
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
富

に
準
備
さ
れ
て
い
る
。
全


室
の
う
ち

室
は
源
泉
掛
け

流
し
の
客
室
風
呂
付
き
。
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
が
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
常

連
客
に
は
芸
能
人
や
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
も
多
い
。
館
内

は
極
力
段
差
を
な
く
し
、
全

て
の
大
浴
場
に
手
す
り
を
完

備
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
配

慮
し
て
い
る
。

　
▽
静
岡
県
下
田
市
横
川
１

０
９
２
の
１
。
☎
０
５
５
８

（
２
８
）１
２
３
４
。http:/

/www.kannon-onsen.com/

天文台「そらしるべ」

竹林の湯

　
優
し
さ
と
ぬ
く
も
り
に
彩

ら
れ
る
、
ひ
と
と
き
―
。
黒

川
温
泉
の
「
湯
峡
の
響
き
　

優
彩
」
（

島
淳
一
社
長
）

は
、
筑
後
川
の
源
流
、
田
ノ

原
川
沿
い
に
立
地
し
、
人
気

の
温
泉
地
な
が
ら
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
が
宿
泊
客
を
癒
や

す
。

　
敷
地
内
の
自
家
源
泉
か
ら

豊
富
な
湯
を
引
き
入
れ
、
源

泉
１
０
０
％
の
掛
け
流
し
に

し
て
い
る
。
浴
槽
の
湯
を
毎

日
入
れ
替
え
て
新
鮮
な
湯
を

提
供
。
泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム

―
硫
酸
塩
・
塩
化
物
温
泉
で
、

弱
ア
ル
カ
リ
性
の
さ
ら
り
と

し
た
湯
ざ
わ
り
が
評
判
だ
。

　
自
慢
の
湯
処
が
宿
泊
者
専

用
の「
ま
ほ
ろ
ば
の
湯
場
」。

「
ま
ほ
ろ
ば
」
は
古
語
で

「
最
高
の
場
所
」を
意
味
し
、

趣
の
異
な
る
三
つ
の
風
呂
が

あ
る
。
竹
林
に
囲
ま
れ
、
夜

間
に
は
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
る

幻
想
的
な
「
竹

林
の
湯
」
。

檜ひ
の
き

造
り
の
浴

槽
が
左
右
対
称

に
並
ぶ
「
双
檜

の
湯
」
。
川
の

せ
せ
ら
ぎ
に
接

し
、
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
し
た
滝
が

眺
め
ら
れ
る
屋
根
付
き
露
天

風
呂
「
渓
流
の
湯
」
。
男
女

入
れ
替
え
制
で
滞
在
中
に
全

て
の
湯
を
堪
能
で
き
る
。

　
黒
川
温
泉
の
入
湯
手
形
を

持
つ
人
に
も
開
放
し
て
い
る

「
や
わ
ら
ぎ
の
湯
場
」
や
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
貸
し

切
り
露
天
風
呂
も
あ
る
。

　
館
内
に
は
、
日
本
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
メ
ー
カ
ー
が
製
造

し
た
高
精
度
の
天
体
望
遠
鏡

を
備
え
た
天
文
台
「
そ
ら
し

る
べ
」
（
営
業
時
間

～


時
）
が
あ
る
。
星
雲
や
星
団

が
見
ら
れ
る

㌢
の
反
射
望

遠
鏡
を
は
じ
め
、
月
や
惑
星

が
見
ら
れ
る
屈
折
望
遠
鏡
、

太
陽
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
が
日
中

に
見
ら
れ
る
太
陽
望
遠
鏡
で

「
す
ば
る
」
「
月
」
「
中
秋

の
名
月
」
「
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ

大
銀
河
」
な
ど
を
眺
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
専
属
の
星
空
案

内
人
が
夜
空
の
ツ
ア
ー
へ
案

内
。
解
説
を
受
け
な
が
ら
幻

想
的
な
黒
川
の
天
文
シ
ョ
ー

が
楽
し
め
る
。

　
客
室
は
和
モ
ダ
ン
を
基
調

と
し
た

室
。
露
天
風
呂
付

き
の
特
別
室
も
あ
る
。
料
理

は
、
地
元
の
旬
の
食
材
な
ど

を
生
か
し
た
味
わ
い
豊
か
な

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
。
部
屋
食

の
ほ
か
、
大
広
間
の
「
遊
膳

亭
」
、
和
室
テ
ー
ブ
ル
席
の

「
和
膳
亭
」
、
懐
か
し
い

囲
炉
裏

い

ろ

り

を
囲
む「
囲
炉
裏
亭
」

で
提
供
し
て
い
る
。

　
▽
熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国

町
黒
川
温
泉
。
☎
０
９
６
７

（
４
４
）０
１
１
１
。http:/

/www.yusai.com/

　
長
野
県
茅
野
市
の
「
白
樺

リ
ゾ
ー
ト
池
の
平
ホ
テ
ル
＆

リ
ゾ
ー
ツ
」
（
矢
島
義
擴
社

長
）
は
、
白
樺
湖
の
ほ
と
り

の
総
合
リ
ゾ
ー
ト
施
設
。
近

隣
に
は
蓼
科
高
原
、
ビ
ー
ナ

ス
ラ
イ
ン
、
霧
ヶ
峰
な
ど
が

あ
り
自
然
が
豊
か
だ
。

　
館
内
施
設
で
最
も
力
を
入

れ
る
の
は
入
浴
施
設
。
１
２

０
０
坪
の
広
大
な
エ
リ
ア
に

大
露
天
風
呂
ゾ
ー
ン
、
男
女

別
の
露
天
風
呂
ゾ
ー
ン
、
大

理
石
風
呂
ゾ
ー
ン
を
設
け
、

「
県
下
最
大
級
の
ス
パ
リ
ゾ

ー
ト
」
と
う
た
う
。
家
族
で

湯
巡
り
を
満
喫
で
き
る
。

　
大
露
天
風
呂
ゾ
ー
ン
に
は

１
０
０
畳
の
大
露
天
風
呂
の

ほ
か
、
陶
器
風
呂
、
足
湯
、

セ
ラ
ミ
ッ
ク
サ
ウ
ナ
が
そ
ろ

う
。
男
女
混
浴
で
、
水
着
を

着
て
入
る
た
め
家
族
や
友
人

と
一
緒
に
楽
し
め
る
。
水
着

を
持
参
し
て
い

な
い
人
に
は
、

湯
浴
み
着
を
有

料
で
貸
し
出

す
。

　
こ
の
大
露
天

風
呂
ゾ
ー
ン
に

は
２
０
１
７

年
、
「
光
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン

グ
」
が
オ
ー
プ
ン
。
露
天
風

呂
に
入
り
な
が
ら
音
と
映
像

に
よ
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世

界
を
楽
し
め
る
。

　
大
理
石
風
呂
ゾ
ー
ン
に
は

大
浴
場
を
男
女
別
に
設
置
。

打
た
せ
湯
、
サ
ウ
ナ
の
ほ
か

に
も
ハ
ー
ブ
湯
も
あ
り
、
や

さ
し
い
香
り
と
ハ
ー
ブ
の
効

用
で
、
心
身
共
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
。
露
天
風
呂
は
、

自
然
石
を
配
し
た
自
然
石
露

天
風
呂
で
上
質
な
ひ
と
と
き

を
、
木
曽
ひ
の
き
露
天
風
呂

で
は
ひ
の
き
の
香
り
を
楽
し

み
な
が
ら
入
浴
で
き
る
。
男

女
入
れ
替
え
で
、
両
方
の
露

天
風
呂
を
楽
し
め
る
。

　
泉
質
は
単
純
温
泉
（
弱
ア

ル
カ
リ
性
低
張
性
低
温
泉
）。

無
色
透
明
無
臭
の
さ
ら
り
と

し
た
刺
激
の
少
な
い
湯
な
の

で
、
小
さ
な
子
ど
も
や
年
配

者
も
安
心
だ
。

　
夕
食
は
和
、
洋
、
中
か
ら

エ
ス
ニ
ッ
ク
ま
で
世
界
の
味

を
取
り
そ
ろ
え
た
バ
イ
キ
ン

グ
。
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料

理
が
並
び
、
好
き
な
も
の
を

選
べ
る
。
宿
泊
客
の
目
の
前

で
料
理
人
が
調
理
を
す
る
オ

ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
方
式
で
、

出
来
た
て
の
料
理
を
提
供
す

る
。

　
同
館
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
を
徹
底
し
、
安

全
面
に
配
慮
し
て
営
業
を
行

っ
て
い
る
。
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
で
。

　
▽
長
野
県
茅
野
市
北
山
白

樺
湖
。☎
０
２
６
６（
６
８
）

２
２
１
１
。https://hotel.ike

notaira-resort.co.jp/

大露天風呂

木曽ひのき露天風呂

大
露
天
風
呂
「
鬼
山
」

　
別
府
鉄
輪
温
泉
お
に
や
ま

ホ
テ
ル（
上
月
敬
一
郎
社
長
）

は
、
別
府
最
大
級
の
露
天
風

呂
を
堪
能
で
き
る
源
泉
掛
け

流
し
の
宿
だ
。

　
湯
は
「
地
獄
」
と
呼
ば
れ

る
自
然
湧
出
の

源
泉
の
う
ち
、

「
鬼
山
地
獄
」か

ら
引
き
入
れ
て

い
る
。
泉
温
は

約

度
、
泉
質

は
塩
化
物
泉
。

　
高
台
に
位
置

す
る
お
に
や
ま

ホ
テ
ル
の
屋
上

に
あ
る
の
が
、

展
望
露
天
風
呂

「
空
の
湯
」
。

女
性
用
の
浴
場

は
別
府
湾
や
別

府
市
街
地
を
、

男
性
用
の
浴
場

は
扇
山
や
鶴
見
岳
を
一
望
で

き
る
。
十
和
田
石
を
使
用
し

た
浴
槽
を
は
じ
め
、
檜ひ

の
き

風

呂
、陶
器
風
呂
な
ど
も
あ
る
。

　
大
露
天
風
呂
「
鬼
山
」

「
玖
倍
理

く

べ

り

」
は
、
開
放
感
が

魅
力
。
南
国
情
緒
あ
ふ
れ
る

ヤ
シ
な
ど
の
樹
木
で
囲
ま

れ
、
鮮
や
か
な
緑
が
目
の
前

に
広
が
る
。
男
女
入
れ
替
え

制
。
他
に
家
族
風
呂
が
２
カ

所
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
客
室
数
は

室
。
料
理
は

豊
後
の
海
、
山
の
幸
を
生
か

し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、
夕
食
は

会
席
な
ど
、
朝
食
は
バ
イ
キ

ン
グ
。
温
泉
の
蒸
気
で
魚
介

や
野
菜
を
調
理
し
た
「
地
獄

蒸
し
料
理
」
も
名
物
だ
。

　
▽
大
分
県
別
府
温
泉
鉄
輪

３
３
５
の
１
。
☎
０
９
７
７

（
６
６
）１
１
２
１
。http:/

/www.oniyama-hotel.co.jp/

大
浴
場
（
女
湯
）

　
奥
黒
川
の
山
懐
に
佇
む

「
山
み
ず
木
別
邸
　
深
山
山

荘
」（
後
藤
浩
一
郎
社
長
）。

８
棟
・

部
屋
の
離
れ
か
ら

な
り
、
山
荘
な
ら
で
は
の
自

然
豊
か
な
風
景
が
楽
し
め
、

心
身
共
に
く
つ
ろ
げ
る
。
１

泊
２
食
の
プ
ラ
ン
に
加
え
、

素
泊
ま
り
や
、
夕
食
・
朝
食

の
み
の
手
配
も
可
能
な
泊
食

分
離
型
の
宿

だ
。
新
し
い
旅

の
ス
タ
イ
ル
を

提
案
す
る
。

　
全
客
室
に
専

用
の
内
風
呂
が

あ
り
、
う
ち
４

部
屋
は
露
天
風

呂
付
き
。
内
風

呂
の
み
の
客
室

も
大
き
く
窓
が

と
ら
れ
、
半
露

天
風
呂
の
風
情

が
楽
し
め
る
。

特
別
室
は
川
沿

い
に
専
用
の
樽た

る

風
呂
を
持

ち
、
渓
流
を
眺
め
な
が
ら
の

入
浴
は
格
別
。

　
大
浴
場
に
は
露
天
風
呂
と

ひ
の
き
の
内
風
呂
が
。
内
風

呂
は
窓
枠
が
絵
画
の
フ
レ
ー

ム
さ
な
が
ら
に
外
の
風
景
を

切
り
取
る
。
露
天
風
呂
は
緑

に
囲
ま
れ
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ

が
耳
に
心
地
良
い
。
同
じ
敷

地
内
に
あ
る
姉
妹
館
「
山
み

ず
木
」
の
露
天
風
呂
も
無
料

で
利
用
で
き
る
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
も
万
全
。
マ

ス
ク
着
用
や
手
指
の
消
毒
、

換
気
に
気
を
配
り
、
従
業
員

の
体
温
測
定
や
健
康
チ
ェ
ッ

ク
も
毎
日
行
っ
て
い
る
。

　
▽
熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国

町
奥
黒
川
温
泉
。
☎
０
９
６

７（
４
４
）１
１
０
１
。htt

p://www.miyama-sansou.co
m/

（７） 第３０５５号第３種郵便物認可２０２０年（令和２年）１１月７日（土曜日）


